
このコーナーは、会員企業をたずね、物流業界で働く女性社員に、業務内容や
職場の取り組み、個人の抱負などを語ってもらうコーナーです。

会員企業をたずねる
女性の力、女性の声

上亀　私も沖縄で生まれ育っているので、幼いころ
から物流は生活と密着した身近な存在だと感じて
いました。吹奏楽で使う楽器を海外にオーダーした
際に物流や貿易に興味を持ち、海外と関わりのある
仕事に就きたいと思ったのがそもそものきっかけ
です。高校卒業後は物流の専門学校に通い、県内の
大手物流企業である当社を志望しました。1年目な
のでまだまだ勉強中ですが、日々、当社の仕事の幅
広さ、奥深さを実感しています。

――現在の担当業務について教えてください。
玉城　倉庫部では、食品、飲料、嗜好品、電材などさ
まざまな貨物の荷卸し、仕分け、梱包、流通加工など
を行っています。私は倉庫第１課で、電材の在庫管
理および配送手配、メーカーから依頼される産業廃
棄物の受付・保管・引き渡し等管理業務を、オペレー
ターとの二人体制で担当しています。普段はお客様
対応や配送手配などのデスクワークが中心ですが、
倉庫の保管効率向上を目的としたレイアウト変更
などにも携わっています。

第47回

PROFILE
玉城　彩音さん
2023年入社。倉庫部倉庫第1課（現職）に配属。電材の配送手
配、情報機器の管理業務等を担当している。糸満市出身。

新垣　瑠花さん
2024年入社。第一営業部到着課（現職）に配属。大阪発の貨
物の配送手配、顧客対応、引越業務等を担当している。浦添
市出身。

上亀　遥さん
2025年入社。第一営業部低温センター（現職）に配属。冷凍
食品の保管、配送手配等を担当している。宜野湾市出身。
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琉球物流株式会社

故郷・沖縄の生活を支える
仕事を志望

――入社動機と入社当時について教えてください。
玉城　物流が止まると生活に影響が出てしまう沖
縄に生まれ、インフラに関わる仕事に就けば地元に
貢献できると考え、ポリテク（沖縄職業能力開発大
学校）で物流について学びました。その際に物流が
想像以上に幅広い業界であることを知り、多様な事
業を展開している当社なら自分の可能性を広げら
れると思ったのが志望動機ですが、研修を通じて物
流業界のスケールの大きさをあらためて感じまし
た。

新垣　私は大学で沖縄の文化について専攻したの
ですが、コロナで通学が制限され、空いた時間を利
用して韓国に短期留学したことがあります。沖縄以
外の人と知り合った現地での経験がとても楽しく、
沖縄と他の地域をつなぐことができる物流業界に
就きたいと思いました。当社を選んだのは、世界と
つながる仕事ができること以外に、大好きな沖縄で
働きたいこと、大学で学んだ文化と関連が深い美術
品輸送を行っていることが大きな理由です。私も研
修を通じてさまざまな業界、国内外の地域と関わり
が持てる会社であることを実感しました。

単身引越向け商品
「さくらボックス」
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新垣　到着課は文字通り県外から沖縄に到着する
国内貨物を扱っており、配送手配が主な業務になり
ます。私は大阪エリアを担当していますが、当課で
は誰もが全エリアを担当できるようにジョブロー
テーションを行っており、担当以外のエリアを扱う
こともあります。また、引越業務も担当しています。
作業スタッフや発地の担当の方と連携しながら、お
客様ごとに最適な引越サービスをご提供できるよ
う取り組んでいます。

上亀　低温センターはマイナス25℃の倉庫を担当
している部署です。私は冷凍食品を受け持ってお
り、東京・大阪・博多から海上輸送される冷凍食品の
入庫から配送までの一連の業務を担当しています。
当センターも会社の方針の下、メンバー全員がセン
ター内の業務を回せるようジョブローテンション
に取り組んでいます。

――仕事に臨む際、心がけていることなどを教えて
ください。
玉城　倉庫ではオペレーターとのコミュニケー
ションが何よりも重要です。特に私は二人三脚で業
務にあたっているため、些細なことでも情報共有す
るよう心がけています。また、当社では「沖縄一安
心安全な倉庫を目指す」との方針の下、安全に対す
る取り組みを推進しており、当社事業の要でもある
倉庫では、2024年に現場のルールや基準を整備・徹
底させるための向上プロジェクトがスタートしま
した。この取り組みにより、現場の意識は大きく変
わってきたと感じています。私も2025年にプロジェ
クトに参加させていただきました。学ぶことが多
く、大変貴重な経験となりました。

新垣　最も大切にしていることは、丁寧に仕事をす
ることです。当課の仕事は、ドライバーをはじめ当
社グループや作業会社、また依頼元である日本通運
など多くの人が関わっているため、業務の流れの中
で滞りが生じないよう、指示書の作成や伝言などは
正確かつ丁寧に行うよう心がけています。

上亀　常に気遣いを忘れず、現場第一を最優先に、
皆さんにとって仕事がしやすい倉庫になるよう改
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善していきたいと考えています。私は当課の中でも
一番年下なので、皆さんも気軽に声を掛けてくださ
います。一番下の立場を生かして皆さんから情報を
収集し、センター全体がより良い方向に進むよう取
り組んでいきたいです。

物流業界は中に入ってからが面白い

――仕事を通して苦労している点や課題に思って
いることを教えてください。
玉城　場所が異なる倉庫が点在するため連携が取
りづらい点があり、だからこそコミュニケーション
が重要だと痛感しています。また、プロジェクトを
通じて学んだことでもあるのですが、倉庫は他部署
に比べ費用対効果など管理目線でのコスト意識が
足りない点があると感じています。私自身の意識や
知識も足りないので、勉強しなければと考えていま
す。

スイーツを満喫中！ 旅行先で

玉城さんのON/OFF
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新垣　メインの担当を受け持つようになってか
ら、現場の環境を整えることも私たちの仕事だと
実感するようになりました。現場の声に耳を傾け、
お客様や納品先などに改善策を提案しながら、少
しでも改善につなげられるよう取り組んでいま
す。まだまだ微力ではありますが、今後も力を入れ
ていきたいと思っています。

上亀　夏には外気との温度差が60℃にもなる冷凍
倉庫では、体に負担が掛かるため長時間作業がで
きません。私たちも庫内作業が迅速に行えるよう
フォローに努めています。また、私自身は直接携
わっていないのですが、倉庫の作業効率を向上さ
せるためのプロジェクトがあり、上司や先輩たち

がロケーション変更などに取り組んでいます。パ
レットとパレットの間の隙間をなくすなどの工夫
が面白く、興味を抱いています。

――仕事をする上で、どんなときにやりがいを感
じますか。
玉城　仕事を通じて、物流は縁の下の力持ちとい
う言葉を実感することがあります。エッセンシャ
ルワーカーとして人々の生活を支える一翼を担っ
ている感覚がやりがいにつながっています。

新垣　初めは分からなかったことが少しずつ理解
できるようになり、失敗しながらも一人で最初か
ら最後までできるようになったことが増えるたび
にやりがいを感じます。また、改善をした結果、現
場の皆さんから「良くなった」「助かった」といった
声を掛けてもらったときはとてもうれしいです。

上亀　私が担当している商品が店舗の商品棚に
並んでいるのを見るとうれしくなります。買い物
行ったときには冷凍食品のコーナーをついつい見
てしまいます。

――オフタイムの過ごし方を教えてください。
玉城　休みは取りやすいので、プライベートも充
実しています。好きな映画を観たり、遠方へ買い物
に行ったりして楽しんでいます。定時が5時なの
で、終業後に友達と食事に行くこともあります。

新垣　社会人になってから「休む」ことを意識して
います。予定を入れず一人で過ごす日を設け、それ
以外の日は友人と遊びに行ったり、旅行に行った
りしています。また、最近、編み物が得意な叔母の
影響を受けて編み物を始めました。ようやく人に
あげられるものが作れるようになったので、叔母
にプレゼントしようと思っています。

上亀　幼い頃から吹奏楽部でユーフォニアムを担
当しており、現在は地域の楽団に所属しています。
楽団ではジャズを目指しているのですが、ジャズ
に詳しくない私には練習がとても難しく、仕事し
ているときのほうが気楽だと思うこともあります
（笑）。吹奏楽以外にも、旅行や好きなグループの推

韓国留学中の1枚

琉装姿の新垣さん

新垣さんのON/OFF

新垣さんの
作品
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し活、ドライブなど、スケジュールはいつもいっぱ
いです。

――今後の抱負を教えてください。
玉城　現在は一人体制なので、残念ながら指導の
スキルが身に付いていません。指導によって自分
自身のスキルアップにもつながると思いますの
で、指導する側を経験してみたいです。また、チー
ム制の仕事や人材関連にも興味があります。法律
に関わる専門知識やスキルも必要なので難しいと
は思いますが、だからこそチャレンジ精神が刺激
されます。物流業界は入ってみないと分からない
ことが多い業界です。これから物流業界に入りた
いという人がいたら、あらゆる可能性があること
を教えてあげたいと思います。

新垣　性格的に知らないことに足踏みをしてしま
う傾向があったのですが、これからは自分の力で
何でも挑戦してみようと思っています。まずは当
社業務全般に関われる到着課でスキルや知識を習
得し、いずれは美術品をはじめ特殊輸送に携われ
たらうれしいです。

上亀　4月には新入社員が入り、初めての後輩がで
きます。先輩として意識を持ち、後輩を引っ張って
いけるようになりたいと思っています。今後も物
流業界を目指す人が増え、後輩がたくさんできる
とうれしく思います。

――ありがとうございました。

会社概要

琉球物流株式会社

本社所在地：沖縄県那覇市港町2-17-13
設　　　立：1950（昭和25）年11月16日
代　表　者：代表取締役社長　金城　樹
拠　点　数：10カ所
従　業　員　数：123人（2026年2月現在）

【事業概要】
　琉球物流は、国内・海外の拠点を結ぶ世界最大級の総合物流企業である日本通運との業務提携を通して、全国、海外へ
の複合一貫輸送を行い、常に顧客のニーズに対応するサービスを提供している。主な業務は海上貨物輸送、特殊輸送、国際
輸送・船舶代理店・引越・事務所移転・低温センター、倉庫等。日用品雑貨から建設資材、重量品・美術品、引越荷物等さ
まざまな貨物を取り扱っている。

本社社屋

上亀さんのON/OFF

忘年会で職場の皆さんと

クリスマスの演奏会で

大好きな四駆を運転
する上亀さん
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